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平成8年1月1日平成8年1月1日

集団検診等日程表
（平成8年1月16日一平成8年2月15日）

日 �■日 �内　　　　　　　零 �責付疇蘭 ��■　　　　所 �瞳　　当　　事 

l／17 �水 �書粗しよ　う正教壬 �年後2 ‾－4 �00 00 �暮　手　綱■丁　投　● �■r　　　　　　　　民 

1／18 �木 �書　　体　　故　　事 �午前10 、11 �00 30 �嶋合繊址センター �■l　　　　　　　民 
リ　ハ　ビ　リ　緻　壬 �午後1 一一2 �30 30 �七台橿祉センター �■l　　　　　　　民 

1／19 �金 �1■　6　カ　月　児■鯵 �午後1 、1 �30 45 �錮合札祉センター �平成6年5月、6月生 

1／22 �月 �t　　t　　用　　隷 �年1m9 、11 �∝I 30 �暮手綱■1校■ロビー �■l　　　　　　　氏 

l／23 �火 � �年後0 一一1 �30 30 �jb合1書祉センター �生後6カ月～11禾■ 

l／21 �水 � �午的9 ・J事後3 �30 00 �セ　　ン　　タ　　ー �声i浜　区　区　民 

1／払 �木 �B　C　G　榛　■ �年後0 ‾－1 �30 30 �」■合福祉センター �生隷6カ月、1■禾■ 
繍　　件　　数　　壬 �年的10 、11 �00 30 �地合■址センター �町　　　　　　　　民 

1／29 �月 �■　　■　　相　　鋏 �午前9 、11 �（X） 30 �■手的■丁投♯ロビー �町　　　　　　　　民 

2／l �木 �母子推濾▲定例会 �午後2 一一4 �∝I 00 �暮　手　綱　町　役　場 �母子俸Ilけ■■ 
書　　体　　畿　　壷 �午前10 一一11 �00 30 �鵜合札祉センター �■r　　　　　　　　民 

2／5 �月 �訪　問　リ　ハ　ビ　リ �年的9 、12 �30 00 �各　　　尊　　　厳 �町　　　　　　　　民 安　産　攣　緩　くl） �年後l ・－1 �00 30 �輪台1■祉センター �経　　　　　　　書 

t■を守る会定例会 �午後2 一一4 �00 00 �書手　岬l町∵投　■ �全　　　　　　　　人 

2／6 �火 � �年後0 一一1 �30 30 �嶋合繊祉センター �生後6カ月、1■兼■ 
■　み　が　さ　絹　隷 �午後0 、2 �：30 ：45 �組合橿祉センター �平．氏7年12月 一一平成8年2月生 

2／8 �木 �B　C　G　捷　■ �午後0 一一1 �30 30 �▲合橿址センター �生後6カ月、4■兼■ ■　　休　　職　　圭 �年的10 、11 �00 30 �輸合繊祉センター �町　　　　　　　　民 

リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午後1 、2 �：30 ：30 �地合櫨址センター �町　　　　　　　　民 

2／13 �火 �安　産　撃　破　役） �午後l 一一l �：00 ：30 �ヰ合1i址センター �妊　　　　　　　　■ 

2／15 �木 �靡　　体　　最　　璽 �年的10 、11 �00 30 �ヰ合■祉センター �■I　　　　　　　民 
3　」■　児　書　法 �午後1 、2 �：30 ：30 �♯含1■址センター �平成4年6月、7月生 

嘉手納町役場保健衛生課℡956－1111（内252）
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嘉手納町長

宮　城　篤　実

平成8年あけましておめでとうございます。皆さまにはご

家族ともども、心おだやかに希望に満ちた新春をおむかえの

こととおよろこび申しあげます。

今年は、嘉手納町に町制が施行されてからちょうど瓢年目

に当たります。北谷から分離独立してから今日まで特色ある

用r」として姿、形が形成されるまで幾多の苦難を克服して

町勢の発展につくしてこられた諸先輩方に、深く感謝申し上

げる次第であります。20年の節目を契軌こ、本町が一層発展、

躍進していくことを願っております。

ところで昨年1月、私は町民皆さまのご理解とご吏接を得

まして、再び町政を担．当させていただくことになりました。

早くも一一年経過致しましたが、あらためて真任の重さを深く

感じているところであります。町民にお約束した諸施策を一

つ一つていねいに進め、来たるべき時代に向けて、あらゆる

面で皆さまが誇れる、元気ある町づくりを目指して、懸命に

取り剋1んでいく決意であります。

昨年は、我が国にとって阪神大震災やサリソ事件等が発生

し、誠に多難な一年となりました。沖縄県では、太平洋戦争

50年事業として「平和の礎」を建立、第2回ウチナーソチュ

平成8年1月1日

の企画と事業に連動させ、町遺族会のご協力をいただいて戦

没者顕彰碑の新たな建立と世界のカデナーソチュの集いを催

し50年の節目を位置づけました。

基地問題は、沖縄県にとっても本町にとっても、いよいよ

正念場をむかえた感を致しております。昨年5月、大田知事

と共に渡米し、ペソタゴソで私が訴えたのは①海軍駐機場の

撤去もしくは移設②爆音防止協定の締結③嘉手納基地のこれ

以上の量的拡大と機能の強化には反対するということであり

ました。（王滝）については、昨年末新たに設置されました「沖

縄米軍基地問題協議会」等で内部調整を行い、年明け早々に

も沖縄の基地問題を協議する日米の「特別行動委員会」のテー
ブルに乗せられることになりました。これまでの苦い経験も

あり、決して楽観視している訳ではありませんが、町民の生

活環境の改善に前進することを期待し、成り行きを注意深く

見つめていきたいと思っております。
一方、軍用地強制使用に係る土地・物件調書への立会、署

名押印については、これまで町内居住地主の契約の実態から

行政的判断で機関委任事務として処理してきました。ところ

が昨年9月に発生した痛ましい事件がきっかけとなって、10

月には基地問題について県民総決起大会が催され、基地に対

する県民の強い意思が示されました。基地問題は、今や一地

域の利害を越え、将来の沖縄県を方向づける政治的な課題と

なってきました。したがってこれから行われる公告縦覧には

全県民的な立場での政治的判断が求められるようになり、今

の状況に変化がない限り応ずる訳にはいかなくなっておりま

す。事態は決して容易ではありませんが、皆さまのご理解と

平成8年1月1日

国民年金だより 威偶感。姦
皆さん方の身近にも国民年金や厚生年金、共済年金といっ

た公的年金を受けている方がいると思います。

私達はどのような時に年金を受け取れるのでしょうか。

高齢や障害のために働けなくなったり、一一家の働き手が死

亡して生活に困った時に、公的年金は支給されます。健康

保険のような医療保険は、病気やけがをした時にすぐに保

険のお世話になるのに対して、年金は長期的な視点から私

達の生活基盤を保障してくれています。しかし、このよう

な老齢年金、障害年金および遺族年金は、公的年金制度に

加入していなければ支給されません。

20歳になった皆さん方は、国民年金などの公的年金に加

入する義務があるので

す。公的年金が生涯に

わたり我々の生活を保

障することができるの

は、現役世代が必ず公

的年金制度に加入して、

高齢者などの年金の支

払いに必要な普用を現

広報かでな

役世代が負担するという世代間扶養の仕組みがとられてい

るからなのです。

つまり、現役世代が納める保険料が、今の高齢世代の生

活を支え、現役世代が高齢になったときには、次の世代の

納める保険料が生活を支えてくれるのです。

公的年金制度は世代と陛代の支え合いを基本理念として

成り立っています。成人式を迎えたあなたへ－ぜひ国民年

金などの公的年金に加入しましょう。

年金はまだ無縁だと思っていませんか。公的年金制度は

年金を支給する以外にも、加入者や受給者の健康増進のた

めに、厚生年金会館や厚生年金病院あるいは低料金で利用

できる保養・宿泊施設なども設置されていて、若い人達に

も利用されています。

さらに年金の積立金は、住宅資金や教育資金として貸し

付けられたり、老人ホームや廃棄物処理施設など、国民福

祉の向Lに役立つ施設の製備にも利用されたりしています。

このように、公的年金は若い人達に無綾なものではなく、

庫めて身近なものであり、皆さんの暮らしに役だっていま

す。

嘉手納町役場住民課年金係　℡956－1111（内線233）

生徒募集　働きながら学びたい方

自分のペースで学びたい方

生涯学習として学びにい■

誰でも入学し学ぶことができま▲首。

中農定時制課程は来年度4月から大きく変わり、単位制

による定時制高校に変更することになりました。

単位制とは、無学年制で卒業に必要な単位（鮒単位）を

修得すれば3ヶ年で卒業できる制度です。

再募集生

1）特別募集生（高校で学ぶ機会を作れなかった方）

2）転編人生　（高校を中途であきらめた方）

3）科目履修生（生涯学習に趣味を生かしたい力）

拍志願手続き等

1）願事受付平成8年2月13F卜14日・151］

（15日は12時まで）

2）入学選抜平成8年3月15日

（作文・面接・中学校の調査書に基づく）

お問い合わせは℡973－3578中部農林高校定時制へ

訓 練 生

く、応募資格／次のすべての条件を満たしている身体障害者

で訓練等の受講や集団生活に支障のない老

①高校卒程度の能力を有し技能習得可能な老及び就職意

志のある者

②通学可能で身の回りは自分で処理できる老

（保護者の送迎可）

③身体障害者手帳を持っている老

④障害の状態が間走している者
、ニ′訓練暮筑11日くりi識

科　　名 �定員 �応募対象者 �投出書顆 

オフ†スビジネス系 �10名 �身体障害者 �●入欄括1歳 ●写床2枚 

OA事務科 ���●僻働き1通 

／牒良書登り期間

平成8年1月16日（火）～平成8年2月29日（木）

なお、詳しいことは沖縄県立浦添職業能力開発校へ

お問い合わせ下さい。

℡　878－5627　・　℡　879－2560

ー10－
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1．申　込　糊　間／平成8年1月9日（火）～2月9日（金）

2．入所対隷児童／0歳～4歳児　ただし、5歳児については審査会に

おいて特別の事由があると認めた場合に限り措置対

象とする。

3．入所算集児茎数／240名

4．入所希望者は、町役場厚生課に申請して下さい。入所の決定は書類審

査と家庭一肘17等審査の上、審査会で決定されます。但し、保育所運営

卜、希望する保育所には入所出来ないこともあります。

5．保育所開所時間／′「前7時30分～午後6時

6．延　長　保　市／午後6時～午後7時　料金：月鰯2，500円

（おやつ有り）　但し、両親が職場、交通事†1号等で′「後6時までに迎

えにこれない児童のみで、申請のうえ審査会で決定

されます。

）；・入　所　の　条　件

1．家庭外労働の場合／児童の母親が昼間家庭の外で仕事をするためその児童の保育ができない場合

2．家庭内労働の場合／児童の母親が昼l；jJ家庭内で児童とはなれて日常の家事以外の仕事をするために、その児

童の保育ができない場合

3．母朋のいない家筋／は親の死亡、行方不明、拘禁などの理由により、その家庭に母親がいない場合

4．母親の出産等のi試合／村税が出産の前後であったり、病気であったり、心身に障害があったりするため、そ

の児童の保育ができない場合

5．病人の着通等の場合／その児童の家庭に長期にわたる病人や、心身に障害のある人がいるため、母親がいつ

もその石護にあたっており、その児童の保育ができない場合

6．家　厨　の　災　害／火災、風水窯、地雷等の災雷により、住居等が喪失した場合、その復旧までの間

葉申込に必要な書類（用紙は役場厚生課にあります）

1．保育所入所申請吾　　　2，住民票謄本　　　3．納税証明書

・匪　　　墳 �そ　の　他　の　添　付　弄　頬 

お　勤　め　の　万 �◎勤務、採用予定正明事 ◎　平成7年分源泉薇収柴 
（∈ト平成7年分の確定中岱・書の写し 

自　営　業　の　方 �（◎　日常兼及び内職中立■： （∈∋　平成7年分の確定l申告書の写し 

病　気　及　び　右．護 �⑲　路三相iの診断i霹又は身体陣当館f帳の写し （∈わ．抒議加三明蓼 

出　　　　　　　　産 �◎　矢面のけ娠証明書又は母子手帳の写し 

祖父付と同属のプJ �⑲　手札父母（60歳以下）が傑作できない拝の証明罫 

‾巨　昔　有用

1．現在入所しているノJ及び今までに申込し、入所できなかった方も再申請が必要ですの

で、もれのないよう注意して下さい。

※　保育所運営に必要な経費は1「成6年度において、年間に2位9千6百万円も必要とし

ております。これは保育児童ひとりあたり年間134万円になります。児童福祉行政に

ついて今後とも格段のご理解をお願いします。
・：・お問い台わせ

嘉手納町役場厚生課児童孫（保育所担当）　℡956－1111（内線322）
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野曙膿 ◎多喝』

▲参加者から活発な意見や要望が出された

開催

光婚椋舘潔H苦橙輯掬深耕縦枠草昔署範項類藩賞苦斡抱薄完黙鮨頓閥謙冗檻願伊謙冨粟帝輯操嵩

▲大田県知事宛の署名を宮城町長へ託す嘉手納高校生徒会の皆さん
－4－
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わ
た
り

各
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ソ
ク
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
か
ら
は
宮
城
町
長
を
は
じ
め
教
育
長
、
三
部
長
が
出
席
。

各
会
場
に
お
い
て
多
く
の
区
民
が
参
加
す
る
中
、
教
育
問
題
や
環

境
問
題
等
に
向
け
た
活
発
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
宮
城
町
長
は
「
町
民
の
皆
様
と
直
に
話
し
合

い
が
出
来
る
こ
と
は
行
政
に
と
っ
て
う
れ
し
い
こ
と
。
地
域
の
声

を
人
′
後
の
行
政
に
活
か
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

嘉
手
納
高
校
生
徒
会
は
、
こ
の
ほ
ど

校
内
に
お
い
て
基
地
の
整
理
縮
小
を
求

め
る
署
名
運
動
を
展
開
し
、
全
校
生
徒

数
六
百
五
十
一
人
中
門
百
1
．
門
人
の
署

名
を
生
め
ま
し
た
。

去
る
1
一
二
月
門
H
、
顧
問
の
仲
嶺
直

哉
激
論
と
生
徒
会
の
代
お
二
人
が
町
役

場
を
訪
れ
、
宮
城
叫
長
へ
人
目
県
知
事

宛
の
署
名
を
託
し
ま
し
た
。

席
上
、
宮
城
町
長
は
「
叫
の
若
い
人

の
意
志
と
し
て
知
車
に
し
っ
か
り
と
伝

え
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
甚
地
問
題
へ
の

関
心
を
持
ち
続
け
、
沖
純
の
置
か
れ
て

い
る
状
膳
に
つ
い
て
勉
強
を
続
け
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
生
徒
た
ち
を
激
励
し

ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
会
で
は
蛙
地
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
打
．

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
事
は
、
正
明
日
。

こ
の
中
で
「
基
地
問
題
に
興
味
関
心
が

あ
る
か
」
　
の
質
問
に
「
あ
る
」
と
答
え

た
の
は
6
7
％
。
ま
た
「
基
地
を
な
く
す

こ
と
に
賛
成
か
」
　
の
質
問
に
「
賛
成
」

と
答
え
た
の
は
祁
％
に
上
り
ま
し
た
。

一
方
、
「
反
対
」
　
と
答
え
た
人
の
理
由

と
し
て
　
1
親
戚
が
基
地
内
で
働
い
て
い

る
」
　
1
失
業
舌
が
ふ
え
る
」
　
等
、
雇
用

確
保
の
問
題
を
懸
念
す
る
声
が
多
く
挙

が
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
「
外
人
と
の

交
流
が
な
く
な
る
」
　
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
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醗

儲

酢

『
嘉
手
納
の
思
い
出
』
糊

宜
野
座
　
迫
　
男
氏

（
第
三
十
四
期
）

軽
便
鉄
道
（
嘉
手
納
線
）

沖
純
県
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
の
計
画
は
明
治
二
ト
ヒ
年
に
始
ま
り
以
来
明
治
四

十
一
一
昨
に
至
る
約
十
九
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
た
。
そ
の
間
、
民
間
企
業
家
の
か

画
す
る
こ
と
円
．
あ
っ
た
が
そ
の
好
機
を
つ
か
め
ず
失
敗
に
帰
し
た
。
し
か
し
地

方
の
虚
業
の
発
達
は
日
に
月
に
進
み
、
運
輸
交
通
の
利
便
を
要
求
す
る
こ
と
切
な

る
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
明
治
四
十
四
年
一
月
通
常
県
議
会
に
お
い
て
那
覇
－
与
那
原
、
圏
域
1

糸
満
間
の
押
紙
県
営
鉄
道
敷
設
の
建
議
を
見
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
県
当
局
は
調

恋
し
大
正
二
年
一
月
県
議
会
に
附
議
し
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。

二
　
鉄
道
建
設
の
各
線

三
　
鉄
道
三
年
間
各
線
別
営
業
収
入
一
㍍
哀

四
　
那
覇
行
き
は
汽
車
て

個
人
的
用
事
が
あ
っ
て
那
覇
に
行
く
と
き
は
、
軽
便
鉄
道
嘉
手
納
線
を
利
用
し

た
。
安
里
駅
に
つ
く
と
県
立
一
高
女
と
女
子
師
範
の
校
舎
が
見
下
す
こ
と
が
で
き
、

人
馬
の
往
来
も
頻
繁
で
都
会
に
近
づ
い
た
こ
と
を
感
じ
た
。

農
林
学
校
全
校
生
徒
が
こ
の
汽
車
を
利
用
し
て
那
覇
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
。

朝
六
時
二
十
分
の
一
番
列
車
に
乗
り
、
那
覇
駅
に
ヒ
時
四
十
分
到
点
し
た
。
団
体

旗
行
の
行
事
は
凡
そ
次
の
通
り
。

五
月
十
七
日

六
月
中
旬

十
月
中
旬

十
一
月
下
旬

一
月
下
旬

国
幣
中
社
波
之
上
官
例
祭

全
県
中
等
学
校
陸
上
孜
技
大
会

全
県
中
等
学
校
野
外
教
練
大
演
習

那
覇
・
首
里
市
内
社
会
施
設
見
学
（
三
年
）

全
県
中
学
校
武
道
大
会
（
選
手
外
）

』
患
藤
川
競
捜
揚
ぬ

○
完
成
記
念
記
録
会
行
わ
れ
る
合

去
る
十
二
月
十
八
日
付
け
を
も
っ
て

嘉
手
納
陸
上
競
技
場
の
ナ
イ
タ
ー
設
備

が
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
町
民
の
皆
様
に
昼
夜

を
問
わ
ず
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
完
成
を
記
念
し
て

同
日
夕
、
町
内
の
走
ろ
う
会
等
か
ら
六

団
体
約
五
十
人
が
参
加
し
て
記
録
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

記
録
会
は
、
一
人
四
日
m
ト
ラ
ッ
ク

一
周
の
リ
レ
ー
方
式
に
よ
り
五
千
m
の

距
離
で
実
施
。
参
加
者
た
ち
は
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
足
り

を
楽
し
み
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。
な
お
、
陸
上
兢
技
場
の
使
用
時
間
は

午
前
八
時
半
か
ら
午
後
十
時
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
嘉
手
納
運
動
公
園
陸
上

琉
技
場
管
理
罰
魂
所
へ
お
問
い
人
目
わ
せ

下
さ
い
。
　
℡
九
五
六
1
八
二
五
一

町
と
人
ク
ラ
ブ
沌
完
‖
会
は
、
よ

る
十
二
日
卜
L
日
に
叫
総
八
日
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
「
ふ
れ
あ
い
な
れ
左
と

（
カ
ー
∴
サ
ー
ム
ー
チ
ー
▲
〃
－
1
り
）
　
を

行
い
ま
し
た
∩

こ
れ
は
、
「
創
る
・
伝
え
る
・

八
に
遊
ぶ
」
　
を
テ
ー
マ
に
沖
机
の

伝
統
行
水
を
と
お
し
て
．
「
供
た
ち

と
の
交
流
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

L
回
目
と
な
る
八
′
勺
は
と
人
ク
う
．
フ

か
ら
会
〓
約
九
－
人
、
呵
r
ど
も
育
成

連
絡
協
議
よ
か
ら
父
兄
及
び
県
東
由
石

川
－
人
か
参
加
い

交
流
ヘ
ム
で
は
、
お
勺
寄
り
と
r
と
も

た
ち
が
八
日
で
カ
ー
サ
ー
ム
ー
チ
を
作

り
、
鎖
し
あ
が
っ
た
ム
ー
チ
1
を
み
ん

な
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
■
U
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中区老人アラブが奉仕清掃

広報かでな

「ヒ・か亘すばやいコール110番」

「ゆっくりと相談ごとは♯9110」

】戊

二　一．’1

※110番のかけかた6つのポイント

①何があったか　②いつ（何分前）
③どこで（近くの目標）
④どうなっていますか（ケガ人）
⑤犯人は（車の型式、ナンバー）
⑥あなたの住所、氏名、電話番号
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；自動車税の滞納整理強化；
L……一一一日r一一一一一一一…－日日1－－－－‥一一一一．」

；月　間　中：
L＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿」

まだの方は、お早めに最寄りの銀行、

農協等で納めてください。

沖　縄　県

．
　
⊥
′
て
　
．
－
ア

町
婦
人
会
t
催
の
第
五
回
　
「
演
芸
の

つ
ど
い
」
が
去
る
十
一
月
二
ト
．
二
日
、

町
艮
会
館
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
迎
苗
意
戯
を
深
め
組
織
の
活
性
化
と

幣
質
向
上
を
図
る
と
い
う
趣
旨
で
行
わ

、

濾

微

　

　

量

Y

　

竜

　

頭

温
㌣
　
克
ヂ
★
謡
∵
遠

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

舞
台
で
は
、
各
区
の
婦
人
会
が
琉
舞

な
ど
の
桝
芸
を
次
々
に
披
露
。
訪
れ
た

満
場
の
観
衆
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
が

い
も
掘
り
を
体
験

嘉
f
約
・
最
良
両
小
学
校
四
年
生
は
、
去
る

卜
■
‖
二
卜
一
山
H
に
久
得
地
内
の
農
場
に
お
い

て
、
い
も
蹴
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
野
凶
緻
管
の
偉
業
に
学
び
社
会
H

の
撹
業
の
．
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
い
も
は
、
へ
′
隼
四
日
に
児
童
自
ら
が
飢

え
付
け
た
も
の
と
あ
っ
て
、
現
地
に
到
京
す
る

や
皆
わ
く
わ
ノ
＼
し
た
様
ナ
〔
〕
　
シ
ャ
ベ
ル
で
－
二
を

掘
り
起
こ
す
と
次
々
に
出
て
く
る
人
き
な
い
も

に
、
児
童
た
ち
は
大
行
汁
び
し
て
い
ま
し
た
。

商
L
人
夫
ム
n
及
び
家
族
・
従
業
日
の
祉
康
増

進
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
去
る
十
一

月
．
．
卜
六
日
、
昆
良
小
′
l
r
柁
ブ
ラ
ウ
ン
ト
に
お

い
て
第
ト
ー
▲
回
町
商
「
会
会
n
人
運
動
会
が
悠

人
に
′
什
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
で
は
、
ト
と
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
h

入
れ
競
竹
や
パ
ン
く
わ
え
鞘
竹
、
仝
n
参
加
の

綱
引
き
等
多
彩
な
柾
目
が
展
閲
さ
れ
、
会
場
に

集
ま
っ
た
多
く
の
参
加
署
か
ら
絶
え
ず
歓
声
か

卜
が
っ
て
い
ま
し
た
。

新
町
通
り
入
口
の
国
道
分
離
帯
に
、
き
ら
び
や
か
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
設
匠
さ
れ
道
行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
商
工
会
と
新
町
商
店
街
が
ク
リ
ス
マ
ス
商
吸
に
合
わ

せ
て
三
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

商
工
会
で
は
、
「
新
町
商
店
折
の
イ
メ
ー
∴
シ
ア
ッ
プ
を
図
り
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

去
る
十
二
月
十
二

日
、
中
区
老
人
ク
ラ

ブ
（
知
念
利
襲
ム
長
）

が
町
役
場
周
辺
を
奉

仕
清
掃
し
ま
し
た
。

知
念
会
長
は
じ
め

参
加
し
た
会
い
十
二

人
は
、
駈
車
場
や
歩

道
に
散
乱
し
た
ゴ
ミ

や
枯
れ
葉
を
約
一
．
時

間
に
わ
た
り
拾
い
生

め
ま
し
た
。

大
変
お
疲
れ
様
で

した。
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の
．
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
い
も
は
、
へ
′
隼
四
日
に
児
童
自
ら
が
飢

え
付
け
た
も
の
と
あ
っ
て
、
現
地
に
到
京
す
る

や
皆
わ
く
わ
ノ
＼
し
た
様
ナ
〔
〕
　
シ
ャ
ベ
ル
で
－
二
を

掘
り
起
こ
す
と
次
々
に
出
て
く
る
人
き
な
い
も

に
、
児
童
た
ち
は
大
行
汁
び
し
て
い
ま
し
た
。

商
L
人
夫
ム
n
及
び
家
族
・
従
業
日
の
祉
康
増

進
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
去
る
十
一

月
．
．
卜
六
日
、
昆
良
小
′
l
r
柁
ブ
ラ
ウ
ン
ト
に
お

い
て
第
ト
ー
▲
回
町
商
「
会
会
n
人
運
動
会
が
悠

人
に
′
什
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
で
は
、
ト
と
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
h

入
れ
競
竹
や
パ
ン
く
わ
え
鞘
竹
、
仝
n
参
加
の

綱
引
き
等
多
彩
な
柾
目
が
展
閲
さ
れ
、
会
場
に

集
ま
っ
た
多
く
の
参
加
署
か
ら
絶
え
ず
歓
声
か

卜
が
っ
て
い
ま
し
た
。

新
町
通
り
入
口
の
国
道
分
離
帯
に
、
き
ら
び
や
か
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
設
匠
さ
れ
道
行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
商
工
会
と
新
町
商
店
街
が
ク
リ
ス
マ
ス
商
吸
に
合
わ

せ
て
三
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

商
工
会
で
は
、
「
新
町
商
店
折
の
イ
メ
ー
∴
シ
ア
ッ
プ
を
図
り
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

去
る
十
二
月
十
二

日
、
中
区
老
人
ク
ラ

ブ
（
知
念
利
襲
ム
長
）

が
町
役
場
周
辺
を
奉

仕
清
掃
し
ま
し
た
。

知
念
会
長
は
じ
め

参
加
し
た
会
い
十
二

人
は
、
駈
車
場
や
歩

道
に
散
乱
し
た
ゴ
ミ

や
枯
れ
葉
を
約
一
．
時

間
に
わ
た
り
拾
い
生

め
ま
し
た
。

大
変
お
疲
れ
様
で

した。
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『
嘉
手
納
の
思
い
出
』
糊

宜
野
座
　
迫
　
男
氏

（
第
三
十
四
期
）

軽
便
鉄
道
（
嘉
手
納
線
）

沖
純
県
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
の
計
画
は
明
治
二
ト
ヒ
年
に
始
ま
り
以
来
明
治
四

十
一
一
昨
に
至
る
約
十
九
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
た
。
そ
の
間
、
民
間
企
業
家
の
か

画
す
る
こ
と
円
．
あ
っ
た
が
そ
の
好
機
を
つ
か
め
ず
失
敗
に
帰
し
た
。
し
か
し
地

方
の
虚
業
の
発
達
は
日
に
月
に
進
み
、
運
輸
交
通
の
利
便
を
要
求
す
る
こ
と
切
な

る
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
明
治
四
十
四
年
一
月
通
常
県
議
会
に
お
い
て
那
覇
－
与
那
原
、
圏
域
1

糸
満
間
の
押
紙
県
営
鉄
道
敷
設
の
建
議
を
見
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
県
当
局
は
調

恋
し
大
正
二
年
一
月
県
議
会
に
附
議
し
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。

二
　
鉄
道
建
設
の
各
線

三
　
鉄
道
三
年
間
各
線
別
営
業
収
入
一
㍍
哀

四
　
那
覇
行
き
は
汽
車
て

個
人
的
用
事
が
あ
っ
て
那
覇
に
行
く
と
き
は
、
軽
便
鉄
道
嘉
手
納
線
を
利
用
し

た
。
安
里
駅
に
つ
く
と
県
立
一
高
女
と
女
子
師
範
の
校
舎
が
見
下
す
こ
と
が
で
き
、

人
馬
の
往
来
も
頻
繁
で
都
会
に
近
づ
い
た
こ
と
を
感
じ
た
。

農
林
学
校
全
校
生
徒
が
こ
の
汽
車
を
利
用
し
て
那
覇
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
。

朝
六
時
二
十
分
の
一
番
列
車
に
乗
り
、
那
覇
駅
に
ヒ
時
四
十
分
到
点
し
た
。
団
体

旗
行
の
行
事
は
凡
そ
次
の
通
り
。

五
月
十
七
日

六
月
中
旬

十
月
中
旬

十
一
月
下
旬

一
月
下
旬

国
幣
中
社
波
之
上
官
例
祭

全
県
中
等
学
校
陸
上
孜
技
大
会

全
県
中
等
学
校
野
外
教
練
大
演
習

那
覇
・
首
里
市
内
社
会
施
設
見
学
（
三
年
）

全
県
中
学
校
武
道
大
会
（
選
手
外
）

』
患
藤
川
競
捜
揚
ぬ

○
完
成
記
念
記
録
会
行
わ
れ
る
合

去
る
十
二
月
十
八
日
付
け
を
も
っ
て

嘉
手
納
陸
上
競
技
場
の
ナ
イ
タ
ー
設
備

が
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
町
民
の
皆
様
に
昼
夜

を
問
わ
ず
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
完
成
を
記
念
し
て

同
日
夕
、
町
内
の
走
ろ
う
会
等
か
ら
六

団
体
約
五
十
人
が
参
加
し
て
記
録
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

記
録
会
は
、
一
人
四
日
m
ト
ラ
ッ
ク

一
周
の
リ
レ
ー
方
式
に
よ
り
五
千
m
の

距
離
で
実
施
。
参
加
者
た
ち
は
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
足
り

を
楽
し
み
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。
な
お
、
陸
上
兢
技
場
の
使
用
時
間
は

午
前
八
時
半
か
ら
午
後
十
時
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
嘉
手
納
運
動
公
園
陸
上

琉
技
場
管
理
罰
魂
所
へ
お
問
い
人
目
わ
せ

下
さ
い
。
　
℡
九
五
六
1
八
二
五
一

町
と
人
ク
ラ
ブ
沌
完
‖
会
は
、
よ

る
十
二
日
卜
L
日
に
叫
総
八
日
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
「
ふ
れ
あ
い
な
れ
左
と

（
カ
ー
∴
サ
ー
ム
ー
チ
ー
▲
〃
－
1
り
）
　
を

行
い
ま
し
た
∩

こ
れ
は
、
「
創
る
・
伝
え
る
・

八
に
遊
ぶ
」
　
を
テ
ー
マ
に
沖
机
の

伝
統
行
水
を
と
お
し
て
．
「
供
た
ち

と
の
交
流
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

L
回
目
と
な
る
八
′
勺
は
と
人
ク
う
．
フ

か
ら
会
〓
約
九
－
人
、
呵
r
ど
も
育
成

連
絡
協
議
よ
か
ら
父
兄
及
び
県
東
由
石

川
－
人
か
参
加
い

交
流
ヘ
ム
で
は
、
お
勺
寄
り
と
r
と
も

た
ち
が
八
日
で
カ
ー
サ
ー
ム
ー
チ
を
作

り
、
鎖
し
あ
が
っ
た
ム
ー
チ
1
を
み
ん

な
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
■
U



広報かでな 桝相、′椚〝、〝、絆、ノ〝、朋、机机〝、州、椚WWWノ咽　平成8年1月1日

1．申　込　糊　間／平成8年1月9日（火）～2月9日（金）

2．入所対隷児童／0歳～4歳児　ただし、5歳児については審査会に

おいて特別の事由があると認めた場合に限り措置対

象とする。

3．入所算集児茎数／240名

4．入所希望者は、町役場厚生課に申請して下さい。入所の決定は書類審

査と家庭一肘17等審査の上、審査会で決定されます。但し、保育所運営

卜、希望する保育所には入所出来ないこともあります。

5．保育所開所時間／′「前7時30分～午後6時

6．延　長　保　市／午後6時～午後7時　料金：月鰯2，500円

（おやつ有り）　但し、両親が職場、交通事†1号等で′「後6時までに迎

えにこれない児童のみで、申請のうえ審査会で決定

されます。

）；・入　所　の　条　件

1．家庭外労働の場合／児童の母親が昼間家庭の外で仕事をするためその児童の保育ができない場合

2．家庭内労働の場合／児童の母親が昼l；jJ家庭内で児童とはなれて日常の家事以外の仕事をするために、その児

童の保育ができない場合

3．母朋のいない家筋／は親の死亡、行方不明、拘禁などの理由により、その家庭に母親がいない場合

4．母親の出産等のi試合／村税が出産の前後であったり、病気であったり、心身に障害があったりするため、そ

の児童の保育ができない場合

5．病人の着通等の場合／その児童の家庭に長期にわたる病人や、心身に障害のある人がいるため、母親がいつ

もその石護にあたっており、その児童の保育ができない場合

6．家　厨　の　災　害／火災、風水窯、地雷等の災雷により、住居等が喪失した場合、その復旧までの間

葉申込に必要な書類（用紙は役場厚生課にあります）

1．保育所入所申請吾　　　2，住民票謄本　　　3．納税証明書

・匪　　　墳 �そ　の　他　の　添　付　弄　頬 

お　勤　め　の　万 �◎勤務、採用予定正明事 ◎　平成7年分源泉薇収柴 
（∈ト平成7年分の確定中岱・書の写し 

自　営　業　の　方 �（◎　日常兼及び内職中立■： （∈∋　平成7年分の確定l申告書の写し 

病　気　及　び　右．護 �⑲　路三相iの診断i霹又は身体陣当館f帳の写し （∈わ．抒議加三明蓼 

出　　　　　　　　産 �◎　矢面のけ娠証明書又は母子手帳の写し 

祖父付と同属のプJ �⑲　手札父母（60歳以下）が傑作できない拝の証明罫 

‾巨　昔　有用

1．現在入所しているノJ及び今までに申込し、入所できなかった方も再申請が必要ですの

で、もれのないよう注意して下さい。

※　保育所運営に必要な経費は1「成6年度において、年間に2位9千6百万円も必要とし

ております。これは保育児童ひとりあたり年間134万円になります。児童福祉行政に

ついて今後とも格段のご理解をお願いします。
・：・お問い台わせ

嘉手納町役場厚生課児童孫（保育所担当）　℡956－1111（内線322）

－9－

平成8年1月1日、・、－・・、一、・、・、一・‥、…一・・、－、‥、一、・、・、ハ・、・ハ・・一、一、一、－≠〃、州広報かでな

野曙膿 ◎多喝』

▲参加者から活発な意見や要望が出された

開催

光婚椋舘潔H苦橙輯掬深耕縦枠草昔署範項類藩賞苦斡抱薄完黙鮨頓閥謙冗檻願伊謙冨粟帝輯操嵩

▲大田県知事宛の署名を宮城町長へ託す嘉手納高校生徒会の皆さん
－4－

盈
…

「
町
長
と
語
る
区
民
の
夕
べ
」
は
、
町
民
と
行
政
が
地
域
に
お

け
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
由
接
話
し
合
い
、
町
民
の
隼
の
声
を

行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
去
る
十
月
十
六
日
か
ら
十
二
月
十
二
日
に
わ
た
り

各
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ソ
ク
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
か
ら
は
宮
城
町
長
を
は
じ
め
教
育
長
、
三
部
長
が
出
席
。

各
会
場
に
お
い
て
多
く
の
区
民
が
参
加
す
る
中
、
教
育
問
題
や
環

境
問
題
等
に
向
け
た
活
発
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
宮
城
町
長
は
「
町
民
の
皆
様
と
直
に
話
し
合

い
が
出
来
る
こ
と
は
行
政
に
と
っ
て
う
れ
し
い
こ
と
。
地
域
の
声

を
人
′
後
の
行
政
に
活
か
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

嘉
手
納
高
校
生
徒
会
は
、
こ
の
ほ
ど

校
内
に
お
い
て
基
地
の
整
理
縮
小
を
求

め
る
署
名
運
動
を
展
開
し
、
全
校
生
徒

数
六
百
五
十
一
人
中
門
百
1
．
門
人
の
署

名
を
生
め
ま
し
た
。

去
る
1
一
二
月
門
H
、
顧
問
の
仲
嶺
直

哉
激
論
と
生
徒
会
の
代
お
二
人
が
町
役

場
を
訪
れ
、
宮
城
叫
長
へ
人
目
県
知
事

宛
の
署
名
を
託
し
ま
し
た
。

席
上
、
宮
城
町
長
は
「
叫
の
若
い
人

の
意
志
と
し
て
知
車
に
し
っ
か
り
と
伝

え
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
甚
地
問
題
へ
の

関
心
を
持
ち
続
け
、
沖
純
の
置
か
れ
て

い
る
状
膳
に
つ
い
て
勉
強
を
続
け
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
生
徒
た
ち
を
激
励
し

ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
会
で
は
蛙
地
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
打
．

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
事
は
、
正
明
日
。

こ
の
中
で
「
基
地
問
題
に
興
味
関
心
が

あ
る
か
」
　
の
質
問
に
「
あ
る
」
と
答
え

た
の
は
6
7
％
。
ま
た
「
基
地
を
な
く
す

こ
と
に
賛
成
か
」
　
の
質
問
に
「
賛
成
」

と
答
え
た
の
は
祁
％
に
上
り
ま
し
た
。

一
方
、
「
反
対
」
　
と
答
え
た
人
の
理
由

と
し
て
　
1
親
戚
が
基
地
内
で
働
い
て
い

る
」
　
1
失
業
舌
が
ふ
え
る
」
　
等
、
雇
用

確
保
の
問
題
を
懸
念
す
る
声
が
多
く
挙

が
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
「
外
人
と
の

交
流
が
な
く
な
る
」
　
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。



広報かでな

、曙l

嘉手納町長

宮　城　篤　実

平成8年あけましておめでとうございます。皆さまにはご

家族ともども、心おだやかに希望に満ちた新春をおむかえの

こととおよろこび申しあげます。

今年は、嘉手納町に町制が施行されてからちょうど瓢年目

に当たります。北谷から分離独立してから今日まで特色ある

用r」として姿、形が形成されるまで幾多の苦難を克服して

町勢の発展につくしてこられた諸先輩方に、深く感謝申し上

げる次第であります。20年の節目を契軌こ、本町が一層発展、

躍進していくことを願っております。

ところで昨年1月、私は町民皆さまのご理解とご吏接を得

まして、再び町政を担．当させていただくことになりました。

早くも一一年経過致しましたが、あらためて真任の重さを深く

感じているところであります。町民にお約束した諸施策を一

つ一つていねいに進め、来たるべき時代に向けて、あらゆる

面で皆さまが誇れる、元気ある町づくりを目指して、懸命に

取り剋1んでいく決意であります。

昨年は、我が国にとって阪神大震災やサリソ事件等が発生

し、誠に多難な一年となりました。沖縄県では、太平洋戦争

50年事業として「平和の礎」を建立、第2回ウチナーソチュ

平成8年1月1日

の企画と事業に連動させ、町遺族会のご協力をいただいて戦

没者顕彰碑の新たな建立と世界のカデナーソチュの集いを催

し50年の節目を位置づけました。

基地問題は、沖縄県にとっても本町にとっても、いよいよ

正念場をむかえた感を致しております。昨年5月、大田知事

と共に渡米し、ペソタゴソで私が訴えたのは①海軍駐機場の

撤去もしくは移設②爆音防止協定の締結③嘉手納基地のこれ

以上の量的拡大と機能の強化には反対するということであり

ました。（王滝）については、昨年末新たに設置されました「沖

縄米軍基地問題協議会」等で内部調整を行い、年明け早々に

も沖縄の基地問題を協議する日米の「特別行動委員会」のテー
ブルに乗せられることになりました。これまでの苦い経験も

あり、決して楽観視している訳ではありませんが、町民の生

活環境の改善に前進することを期待し、成り行きを注意深く

見つめていきたいと思っております。
一方、軍用地強制使用に係る土地・物件調書への立会、署

名押印については、これまで町内居住地主の契約の実態から

行政的判断で機関委任事務として処理してきました。ところ

が昨年9月に発生した痛ましい事件がきっかけとなって、10

月には基地問題について県民総決起大会が催され、基地に対

する県民の強い意思が示されました。基地問題は、今や一地

域の利害を越え、将来の沖縄県を方向づける政治的な課題と

なってきました。したがってこれから行われる公告縦覧には

全県民的な立場での政治的判断が求められるようになり、今

の状況に変化がない限り応ずる訳にはいかなくなっておりま

す。事態は決して容易ではありませんが、皆さまのご理解と

平成8年1月1日

国民年金だより 威偶感。姦
皆さん方の身近にも国民年金や厚生年金、共済年金といっ

た公的年金を受けている方がいると思います。

私達はどのような時に年金を受け取れるのでしょうか。

高齢や障害のために働けなくなったり、一一家の働き手が死

亡して生活に困った時に、公的年金は支給されます。健康

保険のような医療保険は、病気やけがをした時にすぐに保

険のお世話になるのに対して、年金は長期的な視点から私

達の生活基盤を保障してくれています。しかし、このよう

な老齢年金、障害年金および遺族年金は、公的年金制度に

加入していなければ支給されません。

20歳になった皆さん方は、国民年金などの公的年金に加

入する義務があるので

す。公的年金が生涯に

わたり我々の生活を保

障することができるの

は、現役世代が必ず公

的年金制度に加入して、

高齢者などの年金の支

払いに必要な普用を現

広報かでな

役世代が負担するという世代間扶養の仕組みがとられてい

るからなのです。

つまり、現役世代が納める保険料が、今の高齢世代の生

活を支え、現役世代が高齢になったときには、次の世代の

納める保険料が生活を支えてくれるのです。

公的年金制度は世代と陛代の支え合いを基本理念として

成り立っています。成人式を迎えたあなたへ－ぜひ国民年

金などの公的年金に加入しましょう。

年金はまだ無縁だと思っていませんか。公的年金制度は

年金を支給する以外にも、加入者や受給者の健康増進のた

めに、厚生年金会館や厚生年金病院あるいは低料金で利用

できる保養・宿泊施設なども設置されていて、若い人達に

も利用されています。

さらに年金の積立金は、住宅資金や教育資金として貸し

付けられたり、老人ホームや廃棄物処理施設など、国民福

祉の向Lに役立つ施設の製備にも利用されたりしています。

このように、公的年金は若い人達に無綾なものではなく、

庫めて身近なものであり、皆さんの暮らしに役だっていま

す。

嘉手納町役場住民課年金係　℡956－1111（内線233）

生徒募集　働きながら学びたい方

自分のペースで学びたい方

生涯学習として学びにい■

誰でも入学し学ぶことができま▲首。

中農定時制課程は来年度4月から大きく変わり、単位制

による定時制高校に変更することになりました。

単位制とは、無学年制で卒業に必要な単位（鮒単位）を

修得すれば3ヶ年で卒業できる制度です。

再募集生

1）特別募集生（高校で学ぶ機会を作れなかった方）

2）転編人生　（高校を中途であきらめた方）

3）科目履修生（生涯学習に趣味を生かしたい力）

拍志願手続き等

1）願事受付平成8年2月13F卜14日・151］

（15日は12時まで）

2）入学選抜平成8年3月15日

（作文・面接・中学校の調査書に基づく）

お問い合わせは℡973－3578中部農林高校定時制へ

訓 練 生

く、応募資格／次のすべての条件を満たしている身体障害者

で訓練等の受講や集団生活に支障のない老

①高校卒程度の能力を有し技能習得可能な老及び就職意

志のある者

②通学可能で身の回りは自分で処理できる老

（保護者の送迎可）

③身体障害者手帳を持っている老

④障害の状態が間走している者
、ニ′訓練暮筑11日くりi識

科　　名 �定員 �応募対象者 �投出書顆 

オフ†スビジネス系 �10名 �身体障害者 �●入欄括1歳 ●写床2枚 

OA事務科 ���●僻働き1通 

／牒良書登り期間

平成8年1月16日（火）～平成8年2月29日（木）

なお、詳しいことは沖縄県立浦添職業能力開発校へ

お問い合わせ下さい。

℡　878－5627　・　℡　879－2560

ー10－
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－七、、

平成8年1月1日平成8年1月1日

集団検診等日程表
（平成8年1月16日一平成8年2月15日）

日 �■日 �内　　　　　　　零 �責付疇蘭 ��■　　　　所 �瞳　　当　　事 

l／17 �水 �書粗しよ　う正教壬 �年後2 ‾－4 �00 00 �暮　手　綱■丁　投　● �■r　　　　　　　　民 

1／18 �木 �書　　体　　故　　事 �午前10 、11 �00 30 �嶋合繊址センター �■l　　　　　　　民 
リ　ハ　ビ　リ　緻　壬 �午後1 一一2 �30 30 �七台橿祉センター �■l　　　　　　　民 

1／19 �金 �1■　6　カ　月　児■鯵 �午後1 、1 �30 45 �錮合札祉センター �平成6年5月、6月生 

1／22 �月 �t　　t　　用　　隷 �年1m9 、11 �∝I 30 �暮手綱■1校■ロビー �■l　　　　　　　氏 

l／23 �火 � �年後0 一一1 �30 30 �jb合1書祉センター �生後6カ月～11禾■ 

l／21 �水 � �午的9 ・J事後3 �30 00 �セ　　ン　　タ　　ー �声i浜　区　区　民 

1／払 �木 �B　C　G　榛　■ �年後0 ‾－1 �30 30 �」■合福祉センター �生隷6カ月、1■禾■ 
繍　　件　　数　　壬 �年的10 、11 �00 30 �地合■址センター �町　　　　　　　　民 

1／29 �月 �■　　■　　相　　鋏 �午前9 、11 �（X） 30 �■手的■丁投♯ロビー �町　　　　　　　　民 

2／l �木 �母子推濾▲定例会 �午後2 一一4 �∝I 00 �暮　手　綱　町　役　場 �母子俸Ilけ■■ 
書　　体　　畿　　壷 �午前10 一一11 �00 30 �鵜合札祉センター �■r　　　　　　　　民 

2／5 �月 �訪　問　リ　ハ　ビ　リ �年的9 、12 �30 00 �各　　　尊　　　厳 �町　　　　　　　　民 安　産　攣　緩　くl） �年後l ・－1 �00 30 �輪台1■祉センター �経　　　　　　　書 

t■を守る会定例会 �午後2 一一4 �00 00 �書手　岬l町∵投　■ �全　　　　　　　　人 

2／6 �火 � �年後0 一一1 �30 30 �嶋合繊祉センター �生後6カ月、1■兼■ 
■　み　が　さ　絹　隷 �午後0 、2 �：30 ：45 �組合橿祉センター �平．氏7年12月 一一平成8年2月生 

2／8 �木 �B　C　G　捷　■ �午後0 一一1 �30 30 �▲合橿址センター �生後6カ月、4■兼■ ■　　休　　職　　圭 �年的10 、11 �00 30 �輸合繊祉センター �町　　　　　　　　民 

リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午後1 、2 �：30 ：30 �地合櫨址センター �町　　　　　　　　民 

2／13 �火 �安　産　撃　破　役） �午後l 一一l �：00 ：30 �ヰ合1i址センター �妊　　　　　　　　■ 

2／15 �木 �靡　　体　　最　　璽 �年的10 、11 �00 30 �ヰ合■祉センター �■I　　　　　　　民 
3　」■　児　書　法 �午後1 、2 �：30 ：30 �♯含1■址センター �平成4年6月、7月生 

嘉手納町役場保健衛生課℡956－1111（内252）
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